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京都府内の中小企業が、創造的・先駆的な技術開発や製品開発等に取り組む中で起こる様々な技術的課題
を解決するために『ハイテク技術巡回指導事業』を実施しています。
ご相談いただいた内容に応じて、無料で下記の特別技術指導員や大学教授などの専門家が、新規技術の導
入や対象分野の最新動向、製品開発における課題の早期解決に向けて助言・指導いたします。お気軽にご
相談ください。
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ご相談ください、ハイテク技術巡回指導

京都府中小企業特別技術指導員一覧（４４名）　 （順不同、敬称略）

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  FAX：075-315-9497  E-mail：kikaku@mtc.pref.kyoto.lg.jp

ハイテク技術巡回指導 京都陶磁器釉薬セミナーのご紹介

№ 専門分野 氏 名 所　　属
1 電力工学 長岡　直人 同志社大学理工学部 教授
2 電気・電子 牧野　　勲 （元）日東精工(株)開発研究所開発二課長
3 電子機器実装 河合　一男 実装技術アドバイザー
4 電磁波工学、高周波回路 島﨑　仁司 京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科 准教授
5 光材料加工 吉門　進三 同志社大学理工学部 教授
6 レーザー物理工学 山下　幹雄 北海道大学名誉教授
7 機能デザイン・機能計測 平野　正夫 京都産学公連携機構スーパーコーディネータ
8 CAE解析（開発支援） 田村　隆徳 田村技術士事務所 所長
9 機械設計（３次元ＣＡＤ） 筒井　真作 キャディック(株) 代表取締役
10 機械設計・機械加工 川勝　邦夫 舞鶴工業高等専門学校 名誉教授
11 機械要素 久保　愛三 クボギヤテクノロジーズ 代表、京都大学 名誉教授
12 機械加工 松原　　厚 京都大学大学院工学研究科 教授
13 精密機械加工 垣野　義昭 垣野技術研究所 所長、京都大学 名誉教授
14 マイクロ加工 杉山　　進 立命館大学 教授
15 無機材料（ガラス） 大田　陸夫 京都工芸繊維大学 名誉教授
16 高温反応工学、セラミックス化学 竹内　信行 京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科 准教授
17 陶磁器釉薬、ガラス工学 塩野　剛司 京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科 准教授
18 陶磁器製造技術 今井　寛治 （元）京都市産業技術研究所 研究部長
19 鋳造 小林　　武 関西大学 名誉教授
20 鋳造 市村　恒人 （元）京都府中小企業総合センター 主任研究員
21 金属材料（熱処理、表面改質、粉末冶金、塑性加工等） 赤松　勝也 関西大学 名誉教授
22 表面加工 松村　宗順 マットン・ラボ・ソリューション 代表
23 表面処理 粟倉　泰弘 京都大学 名誉教授
24 化学（光触媒） 安保　正一 大阪府立大学理事・学長補佐
25 品質工学、化学 近本　武次 （元）京都府中小企業技術センター 基盤技術室長
26 工業分析化学 河合　　潤 京都大学大学院工学研究科 教授
27 環境工学 宗宮　　功 京都大学 名誉教授
28 環境工学 武田　信生 京都大学 名誉教授
29 排水処理工学 日下　英史 京都大学大学院エネルギー科学研究科 助教
30 応用微生物 小田　耕平 京都工芸繊維大学 名誉教授
31 食品 谷　　吉樹 京都大学・奈良先端科学技術大学院大学 名誉教授
32 食品 早川　　潔 （元）京都府中小企業総合センター 研究開発課長
33 食品・栄養科学 河田　照雄 京都大学大学院農学研究科 教授
34 食品微生物学 麻生　祐司 京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科 准教授
35 情報科学 湊　小太郎 奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科 教授
36 情報工学 杉浦　　司 杉浦システムコンサルティング・インク 代表取締役　
37 画像工学・コンピュータ法工学 藤田　和弘 龍谷大学理工学部 教授
38 人間工学 西村　　武 京都工芸繊維大学 名誉教授
39 工業デザイン 吉田　治英 (株)ＧＫ京都 代表取締役社長
40 工業デザイン 櫛　　勝彦 京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科 教授
41 プロダクトデザイン 塚田　　章 京都市立芸術大学美術学部 教授
42 プロダクトデザイン・工芸 佐藤　敬二 京都精華大学デザイン学部 教授
43 グラフィックデザイン 舟越　一郎 京都市立芸術大学美術学部 専任講師
44 工業所有権 間宮　武雄 間宮特許事務所 所長 

平成２５年度の釉薬セミナーは、当センターと京都陶磁器協同組合連合会が共催し、事務局は技術センター
の基盤技術課が担当しております。当陶磁器釉薬セミナーは、前身の研究会を含めると平成９年に開始し、
今年で１７年目に入ります。開催回数延べ９８回、参加者数は通算約２０００名以上となり、この間使用した資
料等は約１０００点に及びます。
当釉薬セミナーは基本的には、前身の釉薬研究会と同様に会員相互の勉強会的色彩を持ち、メインテーマ
は、「陶磁器における釉薬理論と実際」という内容であります。平成２５年度は、技術センターの５階研修室に
おいて、下記予定に掲載してある課題（サブテーマ）を順次実施していく予定にしております。参加をご希
望の方は、基盤技術課（材料・機能評価 矢野）までご連絡下さい。

京都陶磁器釉薬セミナーのご紹介

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 基盤技術課 材料・機能評価担当　TEL：075-315-8633  FAX：075-315-9497  E-mail：kiban@mtc.pref.kyoto.lg.jp

平成２５年度京都陶磁器釉薬セミナーの概要
〈陶磁器（セラミックス）における釉薬理論と実際〉

開催日時 課 題（講師） 副題および講義概要

平成25年  6月20日（木）
15：00～16：30

第1回 釉薬の基礎と環境
塩野　剛司 先生
京都府中小企業特別技術指導員
京都工繊大大学院准教授

平成25年  8月26日（月）
15：00～16：30

第2回 釉薬用ガラスの特性
大田　陸夫 先生
京都府中小企業特別技術指導員
京都工繊大名誉教授

平成25年10月24日（木）
15：00～16：30

第3回 京焼の歴史と技術・技法
今井 寛治 先生
京都府中小企業特別技術指導員
（元）京都市産業技術研究所研究部長

平成26年  2月13日（木）
15：00～16：30

第4回 リサイクルセラミックスの色調
竹内 信行 先生
京都府中小企業特別技術指導員
京都工繊大大学院准教授

（注）セミナーの進行状況によっては講義内容等を変更する場合があります。

「透明釉ガラスの基礎と応用及び最新化学物質規制」
陶磁器に用いる透明釉は非晶質で、ガラスの一種です。そのためガ
ラスの生成やその特性の基礎を理解することは、新規の透明釉を開
発する上でたいへん重要です。本セミナーでは、ガラスの調製、作製
について講義すると共に、作製されたガラスの構造およびその特性
について化学の観点から解説します。また、最近、問題となっている
化学物質の規制についても講義します。

｢釉薬として利用するガラスの構造と機能及び特性｣
本講では、釉薬として利用するガラスの構造と以下の機能・特性につ
いて概説する。①ガラスの構造と粘度、②粘度とガラスの熱安定性、
③表面構造と強度、④ガラスの屈折率とイオン発色、⑤ソルゲル法
によるコーティング膜の作製。

「粘土の分散と鋳込み泥漿作成について」
京焼は種々の技術技法により、他陶産地にない多様なやきものを生
み出してきました。京焼の歴史やそこで使われている技法（「伝統的
工芸品産業の振興に関する法律」で登録している京焼・清水焼の技
法）を確認し、この講義では粘土の分散と鋳込み成形での泥漿作成
（磁器、陶器、赤土素地）の留意点について解説します。

「下水汚泥焼却灰から作製した軽量セラミックスの
色調に及ぼす焼成雰囲気の影響」
下水汚泥焼却灰を原料とし、発泡剤として石炭灰やカーボンブラッ
クを添加した混合物を低酸素分圧下で焼成すると、水に浮くような
軽量発泡セラミックスを作製することができた。そのセラミックスの
発泡挙動と色調の変化をセラミックス中の酸化鉄の化学状態変化
から解説する。


